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本 報告 書 は 、 日本 自転 車 振 興 会 か ら競輪 収 益 の 一 部 で あ る機 械 工 業 振 興 資 金 の

補 助 を受 けて 作 成 した もの で あ る 。



序

デ ー タ ベ ー スは 、 わ が 国 の情 報 化 の 進 展 上 、 重 要 な役 割 を 果 た す もの と期 待 され て い る。

今 後 、 デ ー タベ ー ス の普 及 に よ り、 わ が国 に お いて 健全 な 高 度 情 報化 社 会 の形 成 が 期 待 され

る。 さ らに海 外 に対 して 提 供 可能 な デ ー タ ベ ー スの整備 は、 国 際 的 な 情 報 化 へ の貢 献 お よ び

自由 な情 報 流 通 の 確 保 の観 点 か ら も必 要 で あ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で流 通 して い る

デ ー タ ベ ー スの 中 で わ が 国独 自 の もの は3割 にす ぎな い のが 現 状 で あ り、 わ が 国 デ ー タ ベ ー

スサ ー ビス ひ いて は バ ラ ン ス あ る情 報 産 業 の健 全 な発 展 を図 るた め に は 、 わ が 国 独 自 の デ 一

一 タ ベ ー ス の拡 充 を 図 る必 要 が あ る。

この よ うな要 請 に 応 え るた め 、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー で は 日本 自転 車 振 興 会 か

ら機 械 工 業 振 興 資金 の交 付 を受 け て 、 デー タベ ー スの構 築 お よ び技 術 開 発 につ い て民 間 企 業 、

団 体 等 に対 して委 託 事 業 を 実 施 して い る。委 託 事 業 の内 容 は 、 社 会 的 、経 済 的 、国 際 的 に重

要 で 、 ま た地 域 お よ び産 業 の発 展 の 促 進 に寄 与 す る と考 え られ て い るデ ー タ ベ ー スの 構 築 と

デ ー タ ベ ー ス作 成 の 効 率 化 、流 通 の 促 進 、利 用 の円 滑化 ・容 易 化 な ど に関 係 した ソ フ トウ ェ

ア技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア技 術 で あ る。

本 事 業 の 推進 に当 って 、 当 財 団 に学 識 経 験 者 の方 々で構 成 され るデ ー タ ベ ー ス構 築 ・技 術

開 発 促 進 委 員 会(委 員 長 山 梨 学 院 大 学 教 授 蓼 沼 良一 氏)を 設 置 して い る。

この 「形 態 学 的 コ メ ン トを 含 む 病 理 デ ー タ ベ ー スの フ ィー ジ ビ リテ ィ調 査 」 は平 成2年 度

の デ ー タベ ー スの構 築 促 進 お よ び技 術 開発 促 進 事 業 と して 、 当 財 団 が 株 式 会 社 エ ス ・ピー ・

オ ー に対 して 委 託 実 施 した 課 題 の一 つ で あ る。 この成 果 が 、 デ ー タ ベ ー スに 興 味 を お持 ち の

方 々 や 諸 分 野 の皆 様 方 の お 役 に立 て ば 幸 い で あ る。

な お 、 平 成2年 度 デー タ ベ ー スの構 築 促進 お よび技 術 開 発 促進 事 業 で実 施 した 課 題 は 次 表

の とお りで あ る。

平成3年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ン タ ー



平成2年度 データベース構築促進・技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学 的 コメ ン トを含 む病 理 テニ タへニ スのフィージ ビ リティ調 査

2災 害情 報 デー タベー ス支援 環境 の構 築

3AV/MARCの た めの分 類索 引 デ ータベー ス構築

4気 候情 報 デ ー タベー スの構 築

5健 康 の 自己管理 と病気 予 防 デー タベ ー スの構築

6シ ルバ ー エイ ジの実態 及 び生活 に必 要 な情 報 の デー タ

ベー ス構 築 のた め の調 査研 究

7交 通 事故 調査 デー タの デー タベ ー ス化 に関す る調 査研 究

(株)エ ス ・ピー ・オー

(株)防 災都市 計画 研 究所

(株)ダ イ ソ メデ イサ ー ビス

(株)エ ムテーエス雪 氷研 究 所

(株)]ン ピュ一夕コンビニエンス

美 崎高 齢 者福 祉互 助 会 美 崎

生 活 館

(財)日 本 自動 車研 究 所

地域活性化

中小企業振興

8ア ジア太 平洋 交流 デー タベ ー スの課 題性 の研 究

9戦 略 商 圏 レベ ルに細 分化 した地域 デ ー タと分 析 ・提案

手 法 を統 合化 した企 画支 援 システムテニ タペ ースの構 築

10ネ ットワニク化 され た地 域 情報 テ㌧ タへ㌔スの有効 なマネジ メントにつ

いて の調 査研 究

11徳 島市 中小 企業振 興 デー タベー スの構築

12九 州地 域 の人材 情報 デー タベー ス構築

(株)西 日本新 聞社

パ ラシュート情 報 開発研 究 会

札 幌 凸版 印刷(株)

セントラル開 発(株)情 報 図書 館

RUKIT

(株)ニ ュー メデ ィア徳 島

(財)九 州産 業技術 セ ンター

海 外

13海 外 向 け国内先 端技 術分 野 中堅 企業情報 英文 デー タベ

ー ス構 築

14海 外規格(ソ 連 邦 国家規 格)デ ー タベー スの整 備

15政 府開 発援 助(ODA)に 関す るテ'一タペ ースの構築 調 査

16専 門用語 テ三 夕へニ スシステムの機 能 に関 す る調査研 究

17専 門家 デ ー タベー ス構築 事 業

コムラインターナショナル(株)

日本 電 子計 算(株)

(財)日 本国 際協 力システム

アイ ・エ ヌ ・エ ス(株)

(財)海 外貿 易開 発協 会

技 術

18VAN用 テ'一夕ペ ース管 理 シ ス テ ム の 開 発

19レ コード マネジ メント用 辞 書 管 理 シ ス テ ム の 開 発 研 究

20建 築CAD用 拡 張 可 能 テニ タペ ースの プ ロトタイプ 作 成

ト21先 進 複 合 材 料 テニ タへニ ス
・プ ロトタイプ の 作 成

22マ イ知]ン ピ 仁 タの プ ログ ラマブ ル周 辺 テ'バ イスの テ三 夕へニ ス化

23書 誌 テニ タペ ース用 タ'イナミック・シソーラスの 可 能 性 調 査 と 実 験

シャープ(株)

(株)オ フィス総研

三菱電機(株)

(財)次 世代金属 ・複合材料

研究開発協会

(社)日 本システムハウス協会

(株)紀 伊國屋書店
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1.病 理 デ ー タ ベ ー スの有 用 性

医 療 機 関 で 日々行 な わ れ る診 療 の過 程 で蓄 積 され る諸 デー タ は 、個 々 の症 例 の 単 な る過

去 の記 録 で あ って は な ら な い。 これ らの もの は、 新 患 者 の 診 療 や住 民 集 団 の疾 病 予 防 の 基

礎 資 料 と して 、常 に 「activedata」 と して活 用 で き る もので な け れ ば な らな い 。

医 療 の高 度 化 と多様 化 に伴 い 、疾 患分 類 が細 分 化 され 、 そ の よ うな 診断 の た め に病 理 組

織 学 的 検 査 が重 視 され て お り、特 に 腫瘍 診 断 に お け る重 要 性 は絶 対 的 で あ る。

さ らに近 年 は標 本採 取 可 能 な臓 器 組 織 の範 囲 も一 段 と拡 大 さ れ た。

病 理 組 織 学 的 検査 の 診 断 的意 義 は 大 きい が 、 これ は疾 病 概 念 が病 理 形態 学 を基 盤 と し

て 形 成 され 、分 類 され て きた こ と、 組織 像 が膨 大 な情 報 量 を も って い る こ と、生 化 学 的 ・

機 能 的疾 患 も超 微 形態 の 異 常 と して 把 握 され る ものが 多 いか ら芒 と考 え られ る。

この よ うに病 理組 織 学 的 デ ー タ は医 学 デ ー タ の中 で 最 も信 頼 性 が高 く、 直接 的 か っ 包 括

的 で あ る。 これ らの デ ー タ が複 数 施 設 問 で共 同利 用 で き る よ うに な れ ば 日常 診 療 の質 の向

上 は も と よ り、 将 来 の疫 学 の た め の 資 料 作成 や予 防 医 学 の基 礎 資 料 と して活 用 され 、 よ り

有 用 な 「activedata」 に な る こ とが 考 え られ る。

この た め に は、 病 理 デ ー タ ベ ー スの 構 築 が 必要 で あ る。

2.病 理 デ ー タ ベ ー スの 現 状 と課 題

病 理 学 の領 域 で 、 コ ン ピュー タ を 積 極 的 に利 用 しよ うと い う気 運 が 高 ま って か ら随 分 久

しい 。

内外 の多 くの施 設 か ら病 理 デ ー タ を電 算 機 的 に処 理 す る シ ス テ ムは 種 々 の もの が 発 表 さ

て い る。 それ らの大 部 分 は 、診 断 の 登 録 、 検索 、集 計 、 あ る い は 診 断 報 告書 作成 機 能 が 主

な もの で 、病 院 の管理 運 営 、窓 口 業 務 、 事 務計 算 等 に関 す る もの で あ る。

タ イ トル に 「デ ー タベ ー ス」 の用 語 が 付 され て報 告 さ れ た少 数 の シ ス テ ムに お い て も、 そ

の機 能 は他 の も の と異 な らな い 。

病 理 診 断 の 際 に、 観 察 の対 象 に な る病理 組織 標 本 の組 織 像 は 、 あ ま りに も膨 大 な情 報 量

を も って い るた め、 そ の 組 織 所 見 の 解 釈 は 症例 に よ り、 ま た診 断 者 に よ り しば しば異 な り 、

図2-1の よ うに、複 数 の病 理 医 が 同 一症 例 の 同一 部 位 か ら採 取 され た 組織 標 本 を診 断 し

て も、 異 な った 結 論 に達 す る こ と は、 さほ ど稀 な こ と で は な い 。

この よ うな こ とか ら、 「病 理 診 断 の 際 の 所見 の読 み取 りは主 観 的 で あ る」 とか 「病 理 検

査 に は 診 断 論理 が 欠如 して い る証 左 で あ る」 とされ 、 そ して 「病 理 学 は コ ン ピュ ー タ が い

っ まで も役 に立 た な い 領 域 で あ る」 と極論 す る もの もい る。

現 状 の ま まで病 理診 断 を 収 録 して デ ー タベ ー スを構 築 して も、 そ の 利 用 には 種 々 の制 約 が

っ きま と う こ とが予 想 さ れ る。
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演 題NO.病 理 診 断 内 訳 投 票 数

Case#1

Carcinosarccomal4

Carcinomawithosteosarcomatousmetaplasia1

*PseudosarcomaO

Malignantmixedtumor2

0steosarcoma4

NOS2

chondroblasticl

extraskeletall

Chondrosarcoma2

NOSl

myxoidl

Malignantmesenchymoma2

Schwannoidsarcoma1

[mmatureteratomal

Case#2

*Adenoidcysticcarcinoma27

Case#3

Pleomorphicadenoma6

NOS5

0fbronchialglandl

Mixedtumorofbronchialglandorigin1

*Monomorphicadenomaofsalivaryglandtype2

Adenoma7

NOS3

0fbronchialgland2

pulmonaryl

papillaryl

Adenoidcysticcarcinoma6

Adenocarcinomal

Alveolarcellcarcinomal

Hemangioma2

sclerosingl

so-calledl

Hamartoma1

*印:発 表 者 の 診 断

図2-1九 州 、 山 ロ ス ラ イ ド カ ン フ ァ レ ン ス.診 断 投 票 集 計 結 果 ・
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病 理 デ ー タ は、 主 と して 文 章 と画 像(組 織 像)か ら成 り立 って い て 、 コ ン ピュ ー タ に よ

る扱 い が難 しい もの の一 つ で あ る と考 え られ る。

そ の解 決 の た め に多 くの シス テ ム は、病 理 レポ ー トの 中 か ら主 要 な キ ー ワー ドを 抽 出 し、

これ を コー ド化 して コ ン ピュー タ処 理 す る方 法 を と って い る。

そ の 他 、 医 師 が 書 い た 報 告 書 を 直 接 コ ン ピュー タに よ って 文 章 処 理(構 文 処 理)を 行 な

って集 計 や検 索 を行 な う方 法 も報 告 され て い る。

しか し、 い ず れ の方 法 を 採 用 して も、病 理 医 が 使用 す る用語 の概 念 が 標準 的 な 範 囲 内 で使

用 され て い な けれ ば コ ン ピュー タで 処理 す る意 味 は無 くな って しま う。

一 方 、 医学 や 科 学 技 術 の進 歩 に伴 って新 しい 用語 が 出現 し、 そ れ が 異 な った 科 学 領 域 で

応 用 され た場 合 、多 義 性 を もって くる可能 性 は高 い 。

病 理診 断学 の 領 域 に お い て も新 技 術 の導 入 によ って新 しい用 語 や概 念 は増 加 が 著 し く、 そ

れ らの 用 語 を 単 純 に一 つ の概 念 に対 応 させ る こ とは極 め て 困 難 な こ とだ と考 え られ る。

先 端 的 あ る い は分 析 的 研 究 か ら導 入 され る こ との 多 い これ ら の用 語 を 、 従 来 の 病 態 の記 録

の 他 に治 療 、 転 帰 、職 業 な ど疾 患 に関 連 を もっ事 柄 等 も収 録 し、 そ れ らを 含 め た 統 計 的観

察 を 通 して 病 理 形 態 学 的 所 見 の意 味 付 けを す る必 要 が あ る。

その 他 に、 現 在 の 日常 的病 理 診 断 学 が 内 包 す る大 き な問題 点 と して 、(1)再 現 性 の乏 しい

人 体 材 料(多 様 な個 人歴 、種 々 の病 期 、 治 療 に よ る病 像 の 修 飾 等 …)に つ い て 、病 理

形 態 学 的 所 見 を主 とす る 限定 され た情 報 項 目を 使 用 して 疾 病 を正 確 に 記述 し、 そ の上 、 そ

れ らの 病 理 学 用 語 を標 準 化 す る こ とが で き るの か?、(2)連 続 的変 化事 象 で あ る疾 病 を 非 連

続 的 な診 断 名 で 満 足 に記 述 で きる の か?、 その ギ ャ ップ を埋 め る た め に は どの よ うな 方 法

が あ り、 また ど うい った 情 報 を追 加 す る必 要 が あ るか?等 々 が挙 げ られ る。

ま た 、病 理 デ ー タ ベ ー スは 、文 献 情 報 検 索 の場 合 と は異 な り、 デ ー タの 利 用 者 は即 デ ー

タ の入 力 者 で あ る こ とが 多 い。 特 に病 理 検 査 現場 の 使 用 者 に お い て は 、 多 くの場 合 、 自験

例 を検 索 した り集 計 した りす る作 業 が頻 回 に な る こ とが 予 想 され るた め 、 デー タ入 力 の た

め の新 た な負 担 を 可能 な 限 り軽 減 し、末 端 の病 理 医 の デ ー タ登 録 意 欲 を 高 め る工 夫 が 必 要

で あ る。

さ らに病 理 で 使 わ れ る用 語 の概 念 を この 段 階 で 病 理 医 各 自 が検 証 で き る よ うな シス テ ム

を開 発 して 、 日常 の病 理 検 査 業 務 を通 して 得 られ る多 くの病 理 診断 デ ー タが 、 よ り良 く標

準 化 され る よ うにす る こ と等 、課 題 は多 い。
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3.形 態 学 的 コ メ ン トを含 む病 理 デ ー タ ベー ス の 目的

一 つ の病 的状 態 を記 述 す るに は次 の4っ の要 素 を 明 らか にす る こ と が望 まれ る。

即 ち 、(1)ど の よ うな形 態 学 的変 化 か?、(2)ど の部 分 に認 め られ た か?、(3)そ の病 因 と

な った もの は何 か?、(4)そ の結 果 どの よ うな機 能 障 害 を生 じた か?で あ る。

これ らの 事 項 の 記 述 を 満 足 す れ ば 、 ほ ぼ完 全 な 診 断 とい う こ とが で き る。

この 作 業 を行 な うた め に は、病 理 組 織学 的 デー タ の他 に 、 環 境 要 因 、家 族 歴 と個 人歴 、

治 療 や 帰 結 を含 む臨 床 デ ー タ等 、 疾 患 に関 連 を もつ 事 柄 も考 慮 され れ ば診 断 は よ り完 成 さ

れ た もの に な る。(図3-1参 照)

そ の作 業 の一 部 を 占 め る病 理 組 織 学 的診 断 作 業 の過 程 は、 お よ そ次 の サ イ クル か ら成 り

立 って い る。

(1)顕 微 鏡 観 察 に よ る組織 学 的 所 見 の収 集

(2)所 見 相 互 関 係 の 考 察(包 含 と排 除 に よ る整 理 統 合)

(3)成 書 の記 載 や図 付 との照 合(頭 蓋 内 デ ー タ ベー スの 使 用)

(4)暫 定 的診 断 の想 定

(5)想 定 され た診 断 と、収 集 され た所 見 との間 の矛 盾 点 の 指 摘

(6)所 見 そ の もの の再 評 価

等 、一 連 の 作 業 か ら成 って い る。

この サ イ ク ル に臨 床 デー タの 考 察 が 入 って くるの は もち ろ ん で あ る。

病 理 医 は これ らの作 業 を、 経験 や 臨 床 デ ー タ等 、 種 々 の情 報 と照 合 して遂 行 す る。

また 診 断 の帰 属 が 明 らか で な い症 例 の 場 合 は、 複 数 の 病理 医 と の討 議 を 経 て 病 理 学 的(最

終)診 断 を決 定 した り、 あ る い は追 跡 調 査 の結 果 を 加 味 して 最 終 的判 断 をす る の が 日常 的

な手 続 きに な って い る。

しか し、病 理 組 織診 断 に 供 せ られ る標 本 の組 織 像 は、 膨 大 な情 報 量 を持 って い るば か り

で な く、 そ の 所 見 そ の もの が治 療 、 病 気 の経 過 、 そ の他 の 影 響 で 変 化 す る こ とが あ り、 得

られ た 個 々 の 形 態 学 的 所 見 が あ る症 例 で意 味 す る と ころ を明 らか にす るた め に は、 図7-

1に あ げ られ た 事 柄 を 含 め た 統 計 的 観 察 が必 要 だ と考 え られ る。(後 述)

病 理 診 断 学 で 使 われ る用 語 の 意 味 す る と こ ろが臓 器 によ り、 病 変 の種 類 に よ って 異 な る こ

とが 一 般 的 に認 め られ て い る もの もあ り、 統 計 的 観 察 はな お さ ら重 要 に な って く る。

この よ うな用 例 も臓 器 や病 変 の情 報 を含 め て 統 計 的 観 察 を す れ ば 、 使 用 者 の癖 に よ る 「用

語 法 の揺 ら ぎ」 か らの区 別 はで き る もの と考 え られ る。

本 課 題 は この よ うな作 業 を通 して 、現 在 、病 理 デ ー タ ベ ー スを 構 築 す る際 に最 も大 き な

障 害 の一 つ にな って い る、病 理 形 態 学 用 語 の概 念 の ば らっ きの 是 正 を末 端 の 病 理 検 査 施 設

の段 階 で 行 ない 、 ひい て は複 数 の デ ー タベ ー スを結 合 した広 域 デ ー タ ベー ス の構 築 へ と道

を開 くた め の技 術 開 発 を 目的 と して い る。
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4サ ンプ ル プ ロ グ ラム の開 発 環 境 お よ び概 要

4.1ハ ー ドウ エ ア

ハ ー ドウ ェ ア に は 、 オ ム ロ ン 株 式 会 社 のUNIXW/SLUNA(DT-37)を 使 用 し た 。

LUNAは 、 ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ や オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ー タ と パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 間 に

位 置 し 、 使 用 方 法 は 、 ス タ ン ドア ロ ン で ジ ョブ を 実 行 す る 以 外 に 、 垂 直 ま た は 水 平 に 接 続

し て お 互 い に 資 源 を 共 有 す る こ と も で き る 。

4.1.1ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の ア ー キ テ ク チ ャ ー

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン と い わ れ て い る も の は た い て い 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ で あ る が 、

OA用 、AI用 、 グ ラ フ ィ ッ ク ス 用 な ど の 分 野 を 絞 っ た も の も あ る 。

汎 用 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン は 、 以 下 の ス ペ ッ ク を も っ た も の が 多 い 。

(1)CPU

(2)主 記 憶

(3)処 理 速 度

(4)解 像 度

(5)LAN

(6)OS

MC68020ま た はMC68030

約4MB～32MB

約1～20MIPS

1,024ト"ッ ト ×800ト ∨ット

Ethernetを 標 準 装 備

UNIX(SystemV.4.3BSD)

4.1.2UNIXと は

UNIXは 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を 中 心 に 各 種 の コ ン ビi－ 夕 に 搭 載 さ れ 、 広 範 囲 に

利 用 さ れ て い るOS(オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム)で あ る 。

以 下 に そ の 特 徴 を 示 す 。

(1)汎 用 の 会 話 型OSで あ る 。

UNIXは 会 話 型OSで あ り 、 ま た 、 マ ル チ ユ ー ザ ー ・マ ル チ タ ス ク の タ イ ム

シ ェ ア リ ン グ シ ス テ ム で あ る。

(2)階 層 構 造(ツ リー 構 造)の フ ァ イ ル シ ス テ ム を 持 つ 。

使 用 者 か らみ たUNIXの フ ァ イ ル シ ス テ ム は 、 一 つ の 階 層 構 造(ツ リー 構 造)

に な っ て お り、 外 部 記 憶 装 置 が 複 数 に ま た が って も 、 使 用 者 は そ れ を 意 識 す る 必

要 が な く、 ま た フ ァ イ ル の グ ル ー プ 管 理 が 容 易 に な っ て い る 。
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(3)移 植 性 が高 い 。

OSがC言 語 で 記 述 され て い る ため 移植 性 が 極 め て 高 い 。

(4)ネ ッ トワ ー ク の 構 築 が 容 易 で あ る。

TCP/IPプ ロ トコ ル の 実 装 に よ り、LAN、WANが 容 易 に 構 築 で き る 。

ま た 、LANで は イ ー サ ネ ッ トの 利 用 に よ り 、 マ ル チ ベ ン ダ の ネ ッ トワ ー ク が 容

易 に 構 築 で き る 。

(5)マ ル チ ウ イ ン ド ウ シ ス テ ム が 豊 富 に 存 在 す る。

UNIX上 の ウ ィ ン ド ウ シ ス テ ム に は 様 々 な も の が あ る が 、MIT(米 マ サ チ

ュ ー セ ッ ツ工 科 大 学)で 開 発 され たx-windowが ほ ぼ 標 準 に な り つ つ あ る 。

ま た 、GUI(グ ラ フ ィ カ ル ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ ー ス)の 統 一 を 図 る た め 、

MotifやoPEN/LooKな ど が 開 発 さ れ て い る 。

4.1.3LUNADTシ リ ー ズ の ア ー キ テ ク チ ャ ー

LUNAの ハ ー ド ウ ェ ア は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ.一 にMC68030を 使 用 し 、

メ イ ン メ モ リ ー 最 大1・6MB、 ハ ー ド デ ィ ス ク を 内 蔵 で 最 大250MB(外 部 増 設

で660MBが 接 続 可 能)が 実 装 で き 、 高 精 度 ビ ッ ト マ ッ プ デ ィ ス プ レ イ 対 応 、 さ

ら にPCボ ー ド が 使 用 で き る 。

ネ ッ ト ワ ー ク は 、 高 速 の イ ー サ ネ ッ ト 、 簡 易 な チ ー バ ネ ッ ト を は じ め 、 標 準 的 なT

CP/IP、NFS、DDX-Pな ど も 使 用 可 能 で あ る 。

さ ら に 、RS232C、SCSI、 セ ン ト ロ ニ ク ス イ ン タ ー フ ェ ー ス 、ISDNボ

ー ド も 装 備 可 能 で あ る 。

(1)メ イ ン プ ロ セ ッ サ ニ

メ イ ン プ ロ セ ッ サ ー に は20MHzのMC68030を 搭 載 し 、 浮 動 少 数 点

演 算 用 プ ロ セ ッ サ ー は20MHzのMC68881を 使 用 し て い る 。

(2)フ レ ー ム メ モ リ ー

2,048×1.024ピ ク セ ル の ビ ッ ト マ ッ プ プ レ ー ン を1画 面(モ ノ ク ロ)、 ま

た は4画 面(16色/16階 調)の 中 か ら 選 択 で き る 。

(3)内 蔵 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 、 ス ト リ ー マ

・ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 ま た は カ セ ッ ト ス ト リ ー マ が 選 択 で き る 。

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 は 、3.5イ ン チ で2HD/2DD両 用 タ イ プ 。

カ セ ッ ト ス ト リ ー マ は 、155MBタ イ プ 。
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(4)拡 張 ス ロ ッ ト

LAN、GP-IB、X.25、 カ ラ ー ビ ッ ト マ ッ プ デ ィ ス プ レ イ な ど の 拡

張 ス ロ ッ ト が あ る 。

(5)外 部 イ ン タ ー フ ェ ー ス

通 信 機 能 は 、LAN(イ ー サ ネ ッ ト 、 チ ー バ ネ ッ ト 対 応)、MODEMイ ン

タ ー フ ェ ー ス(通 信 速 度300BPS～9600BPS)、RS232Cイ ン

タ ー フ ェ ー ス(300BPS～19.2KBPS)を 使 用 で き る 。

外 部SCSIバ ス は 、 外 部 ス ト リ ー マ 、 大 容 量 デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 等 に 対 応

し て い る 。 パ ラ
.レ ル ポ ー ト し て は 、 セ ン ト ロ ニ ク ス プ リ ン タ ー ・ イ ン タ ー フ ェ

ー ス が あ る 。

4.1.4今 回 の サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム 開 発 で 使 用 し た 機 器 内 容

構 成 LUNADT-37

CPU MC68030,20MHz

FPP MC68881,20MHz

メ イ ン メ モ リ 12MB

ハ ー ド デ ィ ス ク 内 蔵100MB,外 部 増 設300MB

ド ラ イ ブ 内 蔵 カ セ ッ トス ト リー マ155MB

t

イ ン タ ー フ ェ ー'ス 特 に な し

ビ ッ ト マ ッ プ ボ ー ド モ ノ ク ロ2,048×1,024ピ ク セ ル

基 本 ソ フ ト OS UniOS-U(SstemV+4.3BSD)

ウ イ ン ド ウ X-windowVl1R4.0

日本 語処 理 Wnn
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4.2フ ァ イ ル レ イ ア ウ ト

4.2.1個 人 情 報 マ ス タ ー

(206ハ'イ ト) (1)病 院 コ ー ド

(2)カ ル テ 番 号

(3)カ ナ氏 名(姓)

(4)カ ナ氏 名(名)

(5)漢 字 氏 名(姓)

(6)漢 字 氏 名(名)

(7)性 別

(8)生 年 月 日(西 暦)

(9)生 年 月 日(和 歴)

(10)都 道 府 県 名

(11)市 町 村 名

(12)地 域 名

(13)番 地 、 建 物

(14)職 業

(15>嗜 好

(16)生 死 分 類

(17)死 亡 日 付(西 暦)

(18)死 亡 日 付(和 暦)

(19)死 亡 コ メ ン ト

自動 入 力(但 し、変 更 可)

自動 入 力(但 し、変 更 可)

コ メ ン ト程 度

死 亡病名等

一9一



4.2.2個 入 デ ー タ

(22ハ'イ ト) (1)病 院 コ ー ド

(2)カ ル テ 番 号

(3)採 取 日 付(西 暦)

(4)受 付 日 付(西 暦)

(5)報 告 日 付(西 暦)

(6)個 人 デ ー タ 番 号

手 入 力

自動 入 力

自動 入 力

自動 入 力(シ リア ル番 号)

4.2.3検 査 臓 器 デ ー タ フ ァ イ ル

(30ハ"イ ト) (1)個 人 デ ー タ 番 号

(2)臓 器 番 号

(3)臓 器 名

(4)臓 器 デ ー タ 番 号

将 来SNOPのTCodeを 使 用

自動 入 力(シ リ ア ル 番 号)

4.2.4病 理 診 断 デ ー タ フ ァ イ ル

(60ハ.イ ト) (1)臓 器 デ ー タ 番 号

(2)診 断 番 号

(3)診 断 名

(4)診 断 デ ー タ 番 号 自動 入 力(シ リア ル 番 号)

4.2.5組 織 学 的 所 見 デ ー タ フ ァ イ ル

(56ハ'イ ト) (1)診 断 デ ー タ 番 号

(2)所 見 番 号

(3)所 見 名

(4)量 的 コ メ ン ト

4.2.6治 療 デ ー タ フ ァ イ ル

(64パ 朴)(1)診 断 デ ー タ 番 号

(2)治 療 コ メ ン ト 投 薬 コ メ ン ト等
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4.2.7コ メ ン ト デ ー タ フ ァ イ ル

(64バ イト)(1)診 断 デ ー タ 番 号

(2)コ メ ン ト

4.3検 索 機 能

4.3.1個 人 別 病 理 検 査 歴 表 示

特 定 患 者 の既 往 病 理 検 査 記 録 の表 示 を 行 な う。 これ は検 査 時 期 、検 索 さ れ た全 臓

器 、 そ の 各 々 に 見 い 出 され た診 断 名 、 個 々 の 部 位 に見 い 出 され て個 々の 診 断 の根 拠

に な った 病 理 形 態 的所 見 が ツ リー構 造 で 記 録 され て い る。

単 一 臓 器 に二 つ 以上 の診 断 が 存在 す る場 合 は、 個 々 根 拠 に な る所 見 を診 断 に対 応

させ て 入 力 す る。 そ れ ら項 目の デ ー タ入 力 は、 そ の順 序 そ任 意 に行 な って も検 索 お

よ び集 計 機 能 に支 障 を 来 た さな い た め 、 煩 雑 な入 力 ル ー ル に患 わ さ れ な くて よ い。

ま た 、 一 レコ ー ド宛99臓 器 、 一 臓 器 宛99診 断 、 一 診 断 宛99の 形 態 学 的 所 見

の記 述 が 可 能 で あ るた め 、 詳 細 な 病 理 検 査 の記 録 とそ の検 索 が で き る。

4.3.2全 デ ー タ項 目 に 関 して 検 索

(1)腎 癌 の診 断 を された 症 例 の検 索 を 行 な い 、 そ の性 別 、 罹 病 年 齢 、 検 索 され た 症

例 で 見 い 出 さ れ た形 態 学 的所 見 を 全 部 リス トア ップす る。

(2)高 度 な 好 酸 球 浸 潤 と血 管 炎 は どの よ うな疾 病 にお いて 見 い 出 され るか 等 の 診 断

名 を 表 示 す る 。

4.3.3複 数 項 目 に つ い て のAND、OR、NAND検 索

(1)肝 臓 の グ リ ソ ン鞘 に リ ンパ 球 、 形 質 細 胞 浸 潤 と繊 維 増 成 の 変 化 が 見 ら れ る症 例

の 診 断 は 何 か?、

(2)同 上 の 条 件 に 肝 炎 ヴ ィ ー ル ス陽 性 の 症 例 の 診 断 名 は?ま た そ の 患 者 の 平 均 年 齢

は?

(3)最 初 の 例 の 条 件 を 満 た し、 か っ 肝 炎 ヴ ィー ル ス陰 性 と さ れ た 症 例 で は ど の よ う

な 診 断 が な さ れ て い る か?等 々 の 検 索 が で き る 。
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4,4集 計 機 能

4.4.1特 定 の 検 索 条 件 を満 足す る レ コー ドの計 数(図4-1参 照)

(1)例 え ば慢 性 胃炎 と診 断 され た 症 例 件 数 を 、 そ れ らの標 本 で 見 い 出 され た形 態 学

的所 見 の全 て を リス トア ップ し、 そ の頻 度 を表 示 す る。

(2)慢 性 胃炎 症 例 の うち、 形 質 細 胞 浸 潤 、杯 細 胞 出現 、粘 膜 萎 縮 の 変 化 を 呈 す る症

例 第 一 群 と、 それ らの 形 態 的 所 見 に バ ネ ー ト細 胞 の出 現 が 加 わ った症 例第 二 群

とそ れ ぞれ 計 数 す る。

4.4.2デ ー タ の各 種 数値 情 報 の比 率 と平 均 値 の 推 定 と各 々の 差 の 検 定

上 記 慢 性 胃炎 症 例 の 第一 群 と第 二 群 が それ ぞれ 慢 性 胃 炎 症 例 全 体 に 占め る比 率 、

症 例 各 群 の患 者 の平均 年 齢 お よ び そ の 差 が 有 為 で あ るか 否 か 等 の検 定 を 行 な う。

4.5応 用 機 能

4・5・1所 見 の 出 現 頻 度 の 表 示

個 々 の 施 設 の フ ァ イ ル 内 の あ る 一 つ の 診 断 を っ け ら れ た 症 例 群 か ら採 取 さ れ た 標

本 に 見 ら れ た 所 見 の 全 リ ス トと 、 個 々 の 所 見 の 出 現 頻 度 の 表 示 。(図4-2参 照)

4.5.2診 断 確 率 の表 示

特 定 施 設 の病 理 フ ァイ ル に 収 録 さ れ た デ ー タか ら抽 出 さ れ た 形 態 学 的 所 見 の特 定

の組 合 せ を有 す る診 断 名 と 、 そ の 診 断 で あ る確 率 の表 示 。

4.5.3医 学 用 語 概 念 の 差 異

複 数 の 施 設 、 あ る い は病 理 医 の フ ァイ ル間 で前 項 の 作 業 を行 い 、 施 設 問 も し くは

病 理 医 間 で比 較 し、 その違 い の有 無 か ら診 断 者 の医学 用 語 の 概 念 の ず れ の 有 無 の 判

断 が で き る。'

4.5.4入 力 の 簡 略 化

診 断 作 業 中 に い くっ か の所 見 が 見 い 出 され 、 あ る診 断 を思 い つ い た時 、 そ の診断 名

を入 力 す る。 そ うす る と同 じ診 断 名 で収 録 され た 症 例 が検 索 され 、 そ の所 見 の 全 リス

トが表 示 さ れ 、 そ の 中 か ら検 索 中 の症 例 に見 い 出 され た所 見 に マ ッチす る もの を マ ウ

スを使 って 選 別 し入 力 す る。
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作 成 日1991/02/26PAGE: 1

【 個 人 履 歴 表 】

病院名 1:沖縄県立那覇病院

加 テNo 33 ミホン エー 性 別 0:男 性 生年月日 昭和5年12月27日

氏名 見本A 1930年12月27日

住所 沖縄県 那覇市 死亡区分 生存**年 月 日

麟 コメント

嗜好

採取日 臓 器 名 診 断 名 所 見 名

1981/06/12stomachprepylorusl tubular adenocarcinoma

atypicalepitheliaproliferation

9正andulararrangement

stratificationofepithelia
～

chronic
傷 ◆

gastrltlS

mucosalatrophy

gobletcel1

regeneratedepithelia

lymphocyteinfiltrationmucosa

plasmacellinfiltrationmucosa
◆

COngeStIOnmUCOSa

1983/03/14stomachsurface chronic gastritis

gobletcell

lymphocyteinfiltrationmucosa

fibrosismucosa

erosive gastritis

inflammatoryexudates

neutrophileinfiltrationmoderate

regeneratedepithelia

1983/12/01stomach welldiff tubularadenocarcinoma

atypicalepitheliaproliferation

tubulararrangement

axialdistortionepithelia

mitosisafew

ow-,aw-,m,lyO,vO,infa,1.nO/6

図4-1個 入病理検査歴
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作成 日1991/02/25PAGE1

【 診 断 名 件 数 表 】

診 断 名 所 見 名 件 数 件 数

chronicgastritis

lymphocyteinfiltrationmucosa

plasmacellinfiltrationmucosa

gobletcell

fibrosismucosa

mucosalatrophy

panethcell

edemamucosa

COngeStiOnmUCOSa

eosinophilernucosa

lymphocytesinmusclelayer

mitosisepithelia

regeneratedepithelia

34

小 計

3

2

8

5

1

8

3

2

2

1

1

1

7

3

2

1

1

1

11

合 計 117

図4-2特 定 条 件 で の 検 索 見 本

(本 例 で はchronicgastritisで 検 索)
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ま た収 録 され た症 例 の記 録 に無 い所 見 が検 索 中 の症 例 に あ れ ば そ れ は追 加 入 力 す る 。

そ の際 、必 要 に応 じて 病 理 診 断 報 告 書 も同時 に プ リン トさ れ病 理 医 の労 力 は軽 減 され

る。

4.5.5各 種 所 見 の相 関 関 係

1つ の 臓 器 に お い て 共 存 す る各 種 所 見 の相 関 を 見 る。

例:ビ ー ル ス性 肝 炎 症 例 に お い て み る と

(1)好 酸 体 の 出現 と風 船 細 胞 の出現(正 の相 関)

(2)好 酸 体 の 出現 と繊 維 増 生(負 の相 関)

4.5.6そ の 他

一 つ の 個 体 に お け る 各 種 臓 器 病 変 の 相 関 、 一 つ の 地 域 に お け る 疾 患 群 の 相 互 関 係 、 一

つ の 時 代 に お け る疾 患 群 の 相 互 関 係 等 々 、 検 索 項 目 の 組 合 せ を 変 え る こ と で バ リエ ー シ

ョ ン は 多 様 で あ る。

4.6シ ス テ ム の 概 要

4.6.1病 理 診 断 に お け る デ ー タ ベ ー ス化 の 問題 点

現 在 の病 理 診 断 に お い て 、 以 下 の諸 問題 が あ り病 理 デ ー タ ベ ー スの構 築 を困 難 に し

て い る。

(1)医 学 用 語 が統 一 さ れ て い な い た め 、 医学 用語 の コー ド化 が 構 築 で きな い 。

(2)病 理 の形 態学 的記 述 が複 雑 多 岐 に わ た る。

(3)疾 病 自体 が単 純 な 形 態 学 的 情 報 の み で は完 全 に記 述 で き な い。

(4)診 断 者 が経 験 的 に よ り、 また 成 書 の 記述 に従 って診 断 を決 定 す るた め 、 診 断 が 必 ず

し も妥 当 で な い こ とが あ る。

4.6.2今 回 の サ ン プ ル プ ロ グ ラ ムの 概 要

前 節 で述 べ た諸 問題 を踏 まえ て 、 以 下 の 概要 を掲 げ た 。

(1)医 学 用 語 が統 一 さ れ て い な い た め 、 診断 者 が決 定 す る診 断 名等 の文 字 列 を そ の ま ま

蓄 積 し、 蓄積 され た 医学 用 語 を 互 い に検 証 ・再 検 討 し徐 々 に統 一 を 図 る
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(2)形 態 学 的 記 述 に 対 し て 、 検 査 臓 器 名 、 病 理 診 断 名 、 組 織 学 的 所 見 名 を 中 心 に 、 そ れ

ぞ れ 個 人 マ ス タ ー フ ァ イ ル 、 個 人 デ ー タ フ ァ イ ル 、 検 査 臓 器 デ ー タ フ ァ イ ル 、 病 理

診 断 デ ー タ フ ァ イ ル 、 組 織 学 的 所 見 デ ー タ フ ァ イ ル 、 治 療 デ ー タ フ ァ イ ル 、 コ メ ン

トデ ー タ フ ァ イ ル に デ ー タ を 入 力 して い く。(で き る だ け 詳 細 に 入 力 す る)

(3)各 個 人 毎 の 病 歴 を 追 跡 ・照 合 、 病 理 診 断 の 推 定 を 支 援 を す る。

(4)病 理 診 断 名 か ら病 理 学 的 所 見 お よ び そ の 組 合 せ を 検 索 す る 。

(5)組 織 学 的 所 見 名 か ら病 理 診 断 を 検 索 す る 。

4.6.3プ ロ グ ラ ム言 語

今 回 の サ ンプ ル プ ロ グ ラ ム は 全 て 「informix(4GL)」 で 記 述 さ れ て い る 。

こ の 「informix(4GL>」 の 特 徴 を 以 下 に 示 す 。

(1)デ ー タ ベ ー ス言 語 で あ る 。

(2)他 の 言 語 と リ ン ク で き る。(C言 語 等)

(3)文 字 列 処 理 に 優 れ て い る 。

(4)ネ ッ トワ ー ク に 対 応 し て い る 。

(5)デ ー タ ベ ー ス の 変 更 が 容 易 に で き る 。

(6)多 数 のUNIXワ ー ク ス テ ー シ ョ ンで 稼 働 し て い る 。

(7)デ ー タ ベ ー ス の 構 造 が わ か り易 い 。

(8)プ ロ グ ラ ム 作 成 が 容 易 で あ る 。

(9)デ ー タ ベ ー ス へ の ア ク セ ス権 の 制 御 が で き る 。

4.6.4サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム の 主 要 機 能

末 尾 の 主 要 機 能 説 明 書(補 足)を 参 照 。
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5効 果

5.1高 レベ ルの 病 理 検 査

本 シス テ ム に 備 わ った種 々の病 理 検 査 業 務 支 援 機 能 に よ り、既 往 検 査 歴 情 報 収 集 や

類 似病 変 との鑑 別 作 業 等 が容 易 にな り、 キ メ細 か な レベ ルの よ り高 い病 理 検 査 が 行 な

わ れ る よ うに な る。

5.2デ ー タの精 度

病理 診 断 報 告 書 の 作 成 と、病 理 デー タ入 力 作 業 が 一 体 化 され た上 に簡 素 化 され 、 ま

た 入 力 は 病 理 医 が 行 な う こ とに よ って 収 録 され た デ ー タ の精 度 が 向上 す る。

5.3医 学 用 語 概 念 の検 証

本 シス テ ム に よ り、 個 々 の病 理 医が 多 数 の 自験 例 を使 って 、個 々の 医学 用 語 に 関 し

て 自分 が 持 って い る概 念 を 、 多 くの角 度 か ら検 証 す る こ とが容 易 にな り、 そ れ を 他 の

病 理 医 の もの と比 較 す る こ と もで き る よ うに な る。

特 に治 療 や 帰 結 等 の 諸 デー タ を加 味 して統 計 的観 察 を す る こ と に よ り、 あ る疾 患(症

例)に お け る個 々 の 医 学 用 語 の意 味 付 けが で き る よ うに な る。

そ の結 果 、 医 学 用 語 の定 義 や概 念 にっ いて よ り強 い関 心 を持 つ よ うに な り、 病 理 医 の

デ ー タ登 録 意 欲 は 向 上 す る こ とが期 待 され る。

5.4医 療 の質 的 向 上

病 理 診 断 用語 の定 義 や用 法 が末 端 の病 理 検 査 診 断 者 の レベ ル で 標準 化 が 進 め られ 、

複 数 施 設 問 で病 理 デ ー タの共 同利 用 が で きる よ うに な る。

そ の結 果 、病 理 医 の デ ー タ登 録 意欲 が 向上 し、 よ り多 くの病 理 デ ー タが 診 療 や 予 防 医

学 の基 礎 資 料 と して 活 用 で き る よ うに な り、経 費 の 無駄 を 無 く しなが ら良 質 の 医 療 を

実 施 で き る。

5.5エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム の 基 礎 資 料

診 断 支 援 シ ス テ ム や 医 学 エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム の 開 発 の た め の 基 礎 資 料 と な る。
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6次 年 度 の取 り組 み

今 年 度 検 討 し た サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム を ベ ー ス に プ ロ トタ イ プ.シ ス テ ム を 作 成 し、 デ ー

タ ベ ー ス シ ス テ ム設 計 に 着 手 す る 予 定 で あ る 。

具 体 的 に は 次 の よ う な 作 業 を 計 画 し て い る 。

6.1診 断 者 の 任意 条 件 に よ る検 索 方 法 の確 立

医 学 用 語 の意 味 す る と こ ろ が 、 診 断 者 の 間 で違 い が あ る場 合 、 そ れ を効 果 的 に抽 出

す る こ と を可 能 にす る入 力 項 目、 検 索 項 目 の組 合 せ と検 出 方 法 の 探 索 。

6.2診 断 者 間 に お け る医学 用 語 用 法 の 検 証

沖 縄 県立 那 覇病 院 と那 覇 市 立 病 院 の実 デ ー タ を使 用 して 、 医 学 用 語 の用 法 が診 断 著

聞 で違 い が あ るか否 か の検 証 を試 み る。

6.3デ ー タ ベ ー ス の 設 計

6.3.1デ ー タ 入 力 の 改 善

日 常 の 病 理 診 断 報 告 書 作 成 作 業 の 過 程 で デ ー タ 入 力 が 行 な わ れ る よ うな 入 力 シ ス

テ ム を 構 築 す る こ と に よ っ て デ ー タ 入 力 の 負 担 を 軽 減 す る。

6.3.2デ ー タ検 索 の 改 善

デ ー タ 検 索 時 、 診 断 名 等 を 入 力 し て い る が 、 そ れ ら を 表 示 し な が ら選 択 さ せ て い

く こ と に よ っ て 、 デ ー タ 検 索 時 の 改 善 を す る。

6.3.3出 力 項 目 の再 検討

特 定'の検 索 条 件 を 満 足 す る レコー ドの数 値 情 報 や計 数 情 報 の 統 計 的 分 析 を行 な い

それ らの 数 値 につ いて 区 間 、 平 均 値 お よ び比 率 の 推 定 を 行 な う。

ま た 、比 率 や平 均 値 の差 の 有 意 性 の検 定 を行 な うこ と に よ り、 診 断 名 か 所 見 の意 味

づ け の チ ェ ック と支 援 を行 な う。
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7今 後 の 展 望

病 理 デ ー タベ ー スの 構 築 の第 一 段 階 と して 、各 病 院 の病 理 検 査 室 で ス タ ン ドア ロ ンタ イ

プ の シ ス テ ム を構 築 しソ フ トウ ェ ア を熟 成 す る。 その 後 、 治 療 や 転 帰 等 の デ ー タ の揃 った

自験 症 例 に つ い て 、統 計 的 観 察 を 通 して形 態学 的 所 見 の 意 味 付 け 作 業 を 行 な う。

ま た 、 病 理 学 的診 断 作 業 よ り得 られ た デ ー タか ら、 疾 病 集 団 の 統 計 的 観 察 を 重 ね る こ と

に よ って 、 特 定 疾 患 の際 に見 られ る個 々の 形 態学 的 所 見 の意 味 と重 み が 明 らか に な って く

る こ とが考 え られ る。

更 に 、 一 種 の シス テ ム論 的 ア プ ロー チ で あ る この作 業 の過 程 で 、 個 々 の症 例 の 位 置付 け

や 疾 病 の位 置 付 け も明 らか に な り、分 子 論 的 ア プ ロー チ等 の 共 同 作 業 に よ り疾 病 の 本 態 に

迫 る研 究 方 法 の一 つ に な る こ とが考 え られ る。(図7-1を 参 照)

病 理 検 査 室 で 日常 的 に 行 な わ れ て い る病 理 診 断 作 業 は、 あ た か も二 つ の 「本 」(本 と標

本)を 照 合 す る こ とを意 味 す る よ うで あ る。

特 に、 末 端 の病 理 検 査 室 に お いて は多 くの場 合 、成 書 に従 って病 理 診 断 が な され 、 そ の記

載 に使 わ れ た 医学 用語 の 概 念 が ど の よ うな もの で あ るか 、個 々の 用 例 で確 認 す る こ とは難

しい。

そ の よ うな状 況 で は病 理 医 に よ って用 語 の 概念 が誤 った もの に な り、 な され る病 理 診 断 が

成 書 の 記 載 の追 認 に留 ま り、未 知 の疾 病 が 目前 に あ って も過 去 に報 告 され た疾 患 と して 処

理 され る危 険 も出て くる こ とが予 想 され る。

病 理 デ ー タ は 、主 と して文 章 と画像 か ら成 り立 って お り、 デ ー タベ ー ス の構 築 を す る に

は 医学 用 語 の 標 準 化 の 問 題 を避 け て通 る こ とはで きな い 。

そ の た め 、私 た ち は と りあ え ず フ ァイ ル の 中 の 自験症 例 の病 理 デ ー タ の統 計 的 観 察 を 通 し

て 、 成 書 に 記 載 され た医 学 用 語 の 意 味 を描 きだ し、 そ れ らを 個 々の 症 例 に投 影 す る こ とを

考 え た 。

即 ち、 成 書 を参 考 に して 病 理 検 査 組 織 標本 か ら形 態 学 的 所 見 を収 集 し、病 理 診 断 が な され

た 症 例 につ い て病 理 デ ー タ と と もに 、臨 床 デ ー タ、治 療 、転 帰 等 、疾 病 に関 す る情 報 を 文

字 列 の ま ま蓄 積 す る。

蓄 積 され た 症 例 の 中 か ら、病 理 学 的 、 臨床 的 、 そ の 他 の多 くの デ ー タ の 裏 付 け を 得 て診 断

が 確 定 され た もの にっ い て 、 同一 診 断 症 例 群 に出現 す る形 態 学 的 所 見 の 種 類 、組 合 せ 、 そ

れ らの 出 現 率 等 を検索 して 、形 態 学 的 所 見 と病理 診 断 の関 係 を調 べ る。

ま た 、 あ る特 定 の 形 態 学 的所 見 は どの よ うな病 理 診 断 が な さ れ た症 例 で 出現 す るの か?

そ れ が 、 そ の 他 の所 見 と の組 合 せ で は どの よ うに変 わ って くる の か?等 を調 べ る こ と に よ

り、形 態 学 的 所 見 の意 味 付 け が 可能 に な る と考 え られ る。
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検 索 の 組 合 せ の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン は 無 限 に あ り 、 ど の 組 合 せ が 本 課 題 の 目 的 達 成 の た め に

有 効 で あ る か は 現 在 の と こ ろ 明 確 に は 確 定 で き な い 。

こ れ ら を 明 らか に す る た あ に も デ ー タ ベ ー ス が 必 要 で あ り 、 こ の シ ス テ ム が 稼 働 す れ ば 、

病 理 デ ー タ の 標 準 化 、 そ して 複 数 施 設 問 の デ ー タ の 共 同 利 用 は も と よ り、 前 述 べ た 分 子 論

的 ア プ ロ ー チ 等 、 他 の 方 法 と の 共 同 作 業 に よ り 、 疾 病 の 本 態 論 の 研 究 に も寄 与 す る こ と も

考 え ら れ る。

さ ら に複 数 施 設 の 有 機 的 結 合 に よ り 、 大 量 の デ ー タ を 収 集 す る こ と が 可 能 と な り 、 こ の

大 量 な デ ー タ を 統 計 学 的 解 析 を 行 な い 、 病 院 の 現 場 へ そ れ ぞ れ フ ィー ドバ ッ ク す る こ と に

よ り 、 病 理 検 査 室 に お け る病 理 医 の 支 援 に も繋 が る 。(図7-2を 参 照)
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1.機 能 概 要

病 理 検 査 にお け る形 態 学 的 記 述 に対 して 、検 査臓 器 名 、 病 理 診 断 名 、 組 織 学 的所 見 名 、

を 中心 に、 さま ざ まな 角 度 か らの検 索 ・集 計 を可能 にす る シ ステ ムで あ る。

病 理 検 査 現 場 に お け る病 理 デ ー タベ ー スの使 用 者 は 、 そ の 多 くが 自験 例 を検 索 した り、

集 計 した りす る作 業 が 頻 回 にな る ことが 予 想 され る。

そ の た め 、 デ ー タ入 力 の た めの 新 た な負 担 を 可 能 な 限 り軽 減 し、 末 端 病 理 医 の デ ー タ登

録 意 欲 を 高 め る工 夫 や 、 病 理 で 使 わ れ る用 語 の概念 を 各 自が 検 証 で き る よ うな シス テ ム

に して 日常 の病 理 検 査 業 務 の軽 減 を 図 る。(デ ー タ の利 用 者 は即 デ ー タ の入 力 者 で あ る

こ と が多 い)

2.詳 細 機 能

2.1デ ー タ 構 造

2.L1個 入 情 報 マ ス タ

カ ル テ 番 号 、 氏 名 、 性 別 、 生 年 月 日等 、 個 人 の 基 本 情 報 。

2.1.2個 入 デ ー タ

個 人 の 疾 病 に 関 す る情 報 。

2.L3検 査 臓 器 デ ー タ

個 人 の 臓 器 名 た 関 す る情 報 。

2.L4病 理 診 断 デ ー タ

個 人 の病 理 学 的 診断 名 に関 す る情 報 。

2.1.5組 織 学 的 所 見 デ ー タ

個 人 の 組 織 学 的 所 見 に 関 す る デ ー タ 。

2.1.6治 療 デ ー タ

個 人 の 治 療 コ メ ン トに 関 す る 情 報 。

2.1.7コ メ ン ト デ ー タ

@個 人 の 各 種 コ メ ン ト に 関 す る 情 報 。
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2.2デ ー タ 入 力

2.2.1個 人 マ ス タ 入 力 プ ロ グ ラ ム

個 人情 報 マ スタ の追 加 、 更 新 、 削 除 、 検索 機 能 を有 す る。

以 下 に 個 人 マ ス タ入 力 画 面 イ メ ー ジ と プ ロ グ ラ ム を 表 す 。

[個 人 マスタ]:1/選 択2/複 数 件 追 加3/1件 追 加4/更 新5/削 除9/終 了

テニ タを 選 択 し ま す 。

【 個 人 マ ス タ 入 力 】

病 院 名[][]カ ルテNO.[]

名 前(氏)名 前(名)性 別 生 年 月 日 年 月 日 年 齢

カ ナ[][][]元 号[][][][][][]

漢 字[][][]西 暦[]

都道府県 名[]市 町村 名[]

地 域 名[]番 地 ・建物[]

職業[]嗜 好[]

生 死 区分 死 亡 日付 死 亡 コ メ ン ト

[]元 号[][][]年[]月[]日[]

[]西 暦[]
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databasehptdbwithoutnullinput

screen

{

【個 人 マ ス タ 入 力 】

病 院名[fO][p1 ]カ ルテNo[fOO1 ]性 別[a][P2]

名 前(氏)名 前 く名)生 年 月 日 年 月 日

カ ナ[fOO2][fOO3]元 号[b][p3][b1][b2][b3]

漢 字[fOO4][fOO5]西 暦[fOO6]年 齢[P4]

都道府県名[fOO7

地域名[fOO9

番地・建物[fO10

]

]

市町村名[fOO8

]

]

業

好

職

階

[fO11

[fO12

]

]

生 死 区 分[c]死 亡 日付 元 号[d][p6][d1]年[d2]月[d3]日

[P5]西 暦[fO13]

死 亡 コメント[fO14]

}

end

tables

psm

hpn

wcl

attributes

fO=psm.p111,required;

p1ニhpn.h212,noentry;

fOO1ニpsm.p112,required

fOO2=psm.p211,required

fOO3=psm.p212,required

fOO4=psm.p221,required

fOO5=psm.p222,required

a=psm.p311,required,

{病院コード}

{病院名}

{カルテNo}

{名前カナ 氏}

{名前カナ 名}

{名前漢 氏}

{名前漢 名}

{性別区分}

includeニ(0,1,2),

comments・"0:男 性1:女 性2:不 明";

p2=formonly.p311ktypechar,noentry:{性 別 名}

fOO6・psm.p411,noentry;{生 年 月 日 西 暦}

b・psm.p421,required,picture・"#",{元 号 区 分}

include=(0,1,2,3),

comments・"0:明 治1:大 正2:昭 和3:平 成":

p3=formonly。p421ktypelikewcl.w211,noentry;{元 号 名}

b1・psm.p422,required;{生 年 月 日 和 歴 年}

b2・psm.p423,required;{生 年 月 日 和 歴 月}

b3・psm.p424,required;{生 年 月 日 和 歴 日}

P4・formonly.P411stypesmallint,noentry;{年 齢}

fOO7=psm.p511;{都 道 府 県 名}
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fOO8・psm.p512;{市 町 村 名}

fOO9=psm.P513;{地 域 名}

fO10・psm.P514;{番 地 ・建 物}

fO11・psm.p611:{職 業}

fO12=psm.P612;{嗜 好}

c.psm.pg11,required,{生 死 区 分}

include=(0,1,2),

commentsニ"0:生 存1:死 亡2:不 明":

p5.formonly.pgllktypechar,noentry;{生 死 名}

d・psm.p931,picture・t'#":{元 号 区 分}

p6・formonly.p931ktypelikeWcLw211,noentry;{元 号 名}

d1・psm.p932;{死 亡 日 付 和 歴 年}

d2・psm.p933;{死 亡 日 付 和 歴 月}

d3・psm.p934;{死 亡 日 付 和 歴 日}

fO13・psm.p921,noentry:{死 亡 日 付 西 暦}

fO14・psm.pg41:{死 亡 コル ト}

end
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2.2.2個 入 デ ー タ入 力 プ ロ グ ラ ム

個 人 デ ー タ お よ び 検 査 臓 器 デ ー タ の 追 加 、 更 新 、 削 除 機 能 さ ら に 個 人 情 報 マ ス

タ 、 個 人 デ ー タ 、 検 査 臓 器 デ ー タ の 検 索 機 能 を 有 す る 。

以 下 に 個 人 デ ー タ 入 力 の 画 面 イ メ ー ジ と プ ロ グ ラ ム を 表 す 。

[個 人 マスタ]:1/選 択

テ㌧ タを 選 択 し ます 。

2/複 数 件追 加3/1件 追 加4/更 新5/削 除9/終 了

【 個 人 デ タ 入 力 】

NO.病 院 名

[][

カルテNO.氏 名

][][][]

性 別

[][]

生 年 月 日

[][][][][]

採 取 日 受 付 日 報 告 白

[][][]

NO.臓 器 名

[][

['][

[][

[][

[][

[][

]

]

]

]

]

■I
J
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database

screen

{

hptdbwithoutnullinput

【個 人 デ ー タ 入 力 】

No病

[a1][a2

院 名

][b1

カルテNo

][b2

氏

][b3

名

]

性別 生 年 月 日

[a][b4][b][b5][b6][b7][b8]

採 取

[c1

日 受 付

][c2 ]

日告報

ぼ[]

日

No臓

[d1][d2

[d1][d2

[d1][d2

.[d1][d2

.[d1][d2

器 名

]

]

]

]

]

}.

end

tables

hpn

wcl

psm

psd

org

attributes

1

2

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

1

2

a

a

b

b

b

a

b

b

b

b

b

b

C

C

C

d

d

psd.pl11,required;

hpn.h212,noentry;

psd.pl12,required;

psm.P221,noentry,required;

psm.p222,noentry,required;

psm.p311,required;

formonly.p311ktypechar,noentry;

psm.p421ブrequired:.

formonly.P421ktypelikewcl.w211,noentry:

psm.p422,required;

psm。p423,required:

psm.p424,required:

psd.p211,required;

psd.p212,required;

psd.p213,noentry:

org.0112,noentry;

org.0211,required;

{病院コード}

{病院名}

{カルテNo}

{名前漢 氏}

{名前漢 名}

{性別区分}

{性別名}

{元号区分}

{元号名}

{生年月 日和歴

{生年月 日和歴

{生年月 日和歴

{採取 日}

{受付 日}

{報告 日}

{行No}

{臓器名}

　

　

　

年

月

日

end
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1nStrUCt10nS

screenrecordsorg[5]

end

(org.0112,0rg.0211)
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2.2.3病 理 診 断 入 力 プ ロ グ ラ ム

病 理 診 断 デ ー タ の 追 加 、 更 新 、 削 除 機 能 お よ び 個 人 情 報 マ ス タ 、 個 人 デ ー タ

検 査 臓 器 マ ス タ 、 個 人 デ ー タ 、 検 査 臓 器 デ ー タ 、 病 理 信 だ デ ー タ の 検 索 機 能 を 有

し、 以 下 に 画 面 イ メ ー ジ と プ ロ グ ラ ム を 表 す 。

[個 人 マスタ]:1/選 択

テニ タを 選 択 し ま す 。

2/複 数 件 追 加3/1件 追 加4/更 新5/削 除9/終 了

【 診 断 入 力 】

NO.病 院 名 カルテNO.氏 名 性 別

[][][][][][][]

生 年 月 日

[][][][][]

採 取 日 受 付 日 報 告 日

[][][]

NO.臓 器 名

[][ ]

NO.診 断 名

][

][

][

][

][
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databasehptdbwithoutnullinput

screen

{

【 診 断 入 力 】

No病 院 名 加テNo氏 名 性別

[a1][a2][b1][b2][b3][a][b4]

生 年 月 日 採 取 日 受 付 日 報 告 日

[b][b5][b6][b7][b8][c1][c2][c3]

No臓 器 名

[c4][c5 ]

No診 断 名

[d1][d2

[d1][d2

[d1][d2

[d1][d2

[d1][d2

}

end

tables

hpn

psm

psd

org

dgn

WC1

■
I
I
－
]

]

]

]

attributes

a1・psd.pl11,required;{病 院]一 ド}

a2・hPn.h212,noentry;{病 院 名}

b1=psd.p112,required;{カ ルテNo}

b2=psm.p221;{名 前 漢 氏}

b3・psm.p222:{名 前 漢 名}

a=psm.p311;{性 別 区 分}

b4=formonly.p311ktypechar,noentry;{性 別 名}

b・psm.p421;{元 号 区 分}

b5=formonly.P421ktypelikewcl.w211,noentry;{元 号 名}

b6=psm.p422,requ

b7ニpsm.p423,requ

b8=psm.p424,requ

c1=psd.p211,requ

c2=psd.p212;

c3=psd.p213;

c4=org.0112;

red;

red:

red;

red;

c5=org.0211,required;

d1=dgn.d112,noentry;

{生年 月日和歴

{生年 月日和歴

{生年 月日和暦

{採取 日}

{受付 日}

{報告 日}

{臓器No}

{臓器名}

{診断No}

年

月

日
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d2ニdgn.d211,required:

end

lnStrUCt10nS

screenrecordsdgn[5]

end

{診 断 名}

(dgn.d112,dgn.d211)
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2.2.4所 見 デ ー タ入 力 プ ロ グ ラ ム

組 織 学 的 所 見 デ ー タ 、 治 療 デ ー タ 、 コ メ ン トデ ー タ の 追 加 、 更 新 、 削 除 機 能 を

持 つ 。 ま た 、 個 人 情 報 マ ス タ 、 個 人 デ ー タ 、 検 査 臓 器 デ ー タ 、 診 断 デ ー タ 、 組 織

学 的 所 見 デ ー タ コ メ ン トデ ー タ の 検 索 機 能 を 有 し、 以 下 に 画 面 イ メ ー ジ と プ ロ グ

ラ ム を 表 す 。

[個 人 マスタ]:1/選 択

テ㌧ タを 選 択 し ま す 。

2/複 数 件 追 加3/1件 追 加4/更 新5/削 除9/終 了

【 組 織 学 的 所 見 入 力 】

NO.病 院 名

[][

カルテNO.

][

氏 名 性 別

][][][][]

生 年 月 日

[][][][][]

採 取 日 受 付 日 報 告 白

[][][]

NO.検 査 臓 器

[][

NO.病 理 診 断

][][ ]

NO.診 断 名

[

[

[

[

[

]

]

]

]

]

[

[

[

[

[

[

[

[

[

「
1
」

]

]

]

]

]

備 考

]

]

]

]

]

[ト田療治

トンメコ

]

]
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databasehptdbwithoutnullinput

screen

{

【組 織 学 的 所 見 入 力 】

No病 院 名 加テNo氏 名 性別

[a1][a2][b1][b2][b3][a][b4]

生 年 月 日 採 取 日 受 付 日 報 告 日

[b][b5][b6][b7][b8][c1][c2][c3]

No検 査 臓 器

[c4][c5

No組 織 学 的 所 見

[e1][e2

[e1][e2

[e1][e2

[e1][e2

治 療 コメント[f1

コメント[91

}

end

tables

hpn

psm

psd

org

dgn

viw

mdc

cmt

wcl

肋 病 理 診 断

][d1][d2

備 考

][e3

][e3

][e3

][e3

]

]

]

]

]

attributes

a1・psd.p111,required;{病 院 コード}

a2・hpn.h212,noentry;{病 院 名}

b1=psd.p112,required;{カ ルテNo}

b2・psm.p221;{名 前 漢 氏}

b3・psm.p222;{名 前 漢 名}

a・psm.p311;{性 別 区 分}

b4=formonly.P311ktypechar,noentry;{性 別 名}

b・psm.p421;{元 号 区 分}

b5・formonly.p421ktypelikewcl.w211,noentry;{元 号 名}

b6・psm.p422,requred;{生 年 月 日 和 歴 年}

b7・psm.p423,requred;{生 年 月 日 和 歴 月}

b8・psm.p424,requred;{生 年 月 日 和 歴 日}

c1・psd.p211,requred;{採 取 日}

c2・psd.p212;{受 付 日}
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3

4

5

1

2

1

2

3

1

1

C

C

C

d

d

e

e

e

f

9

=psd .p213;

=org .0112;

=org .0211;

=dgn .d112;

=dgn .d211;

=viw .v112,noentry;

=viw .v211,required;

=viw .v212,required;

=mdc .m211,required;

=cmt .c211,required;

{報告 日}

{臓器No}

{臓器 名}

{診断No}

{診断 名}

{行}

{所見}

備 考}

{治療 コメント}

{コメント}

end

1nStrUCtlOnS

screenrecordsviw[4]

end

(viw.v112,viw.v211,viw.v212)
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2.2.5診 断 所 見 検 索 プ ロ グ ラ ム

診 断 名 と 所 見 名 の 複 数AND条 件 検 索 機 能 を 有 し、 以 下 に 画 面 イ メ ー ジ と プ ロ

グ ラ ム を 表 す 。

[トップ レベ ル]:1/診 断 テーータ検 索9/終 了

選 択 す る 条 件 を 入 力 し て 下 さ い[ESCキ ー:終 了DELキ ー:中 止]

【 診 断 所 見 検 索 】

NO.病 院 名 カルテNO.氏 名 性 別

[1][那 覇 病 院][8][KKKK][KKKK][1][男]

生 年 月 日 採 取 日 受 付 日 報 告 日

[2][日召下1]][29][1][3][1991/01/22][1991/01/22][1991/01/25]

NO.臓 器 名

[1][stomach

NO.診 断 名

][1][chronicgastritis

NO.所 見 名

[1][edemamucos

[2][lymphocyteinfiltationmucosa

[3][plasmacellinfiltationmucosa

[][

[][

]

]

]

]

]

]
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血
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⌒
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蕊

生
㎜
鰭

⊇

嚥
}
敵

卿
§

酬
:

名 性別

][a][b4]

報 告 日

c3]

]

attributes

a1・psd.pl11,required;{病 院1一 ド}

a2・hpn.h212,noentry;{病 院 名}

bl=psd.p112,required;{カ ルテNo}

b2・psm.p221;{名 前 漢 氏}

b3・psm.p222;{名 前 漢 名}

a=psmp311;{性 別 区 分}

b4・formonly.P311ktypechar,noentry;{性 別 名}

b・psm.p421:{元 号 区 分}

b5=formonly.p421ktypelikewcl.w211,noentry;{元 号 名}

b6・psm.p422,required;{生 年 月 日 和 歴 年}

b7ニpsm.p423,required;{生 年 月 日 和 歴 月}

b8・psm.p424,required;{生 年 月 日 和 歴 日}

cl・psd.p211,required;{採 取 日}

c2・psd.P212;{受 付 日}

c3=psd.P213;{報 告 日}

c4=org.ol12;{臓 器No}

c5=org.0211:{臓 器 名}

d1・dgn.d112;{診 断No}

d2・dgn.d211:{診 断 名}

e1・viw.vl12,noentry;{行}

e2・viw.v211,required;{所 見}

end
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1nStrUCt10nS

screenrecordsviw[4]

end

(viw.v112,viw.v211)
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■
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2.3個 人履歴表

個人の全履歴 を 日付 ごと、臓 器ごと、診断 ごと、所見 ごとに出力する。

出力見本を下図に表す。

作 成 日1991/02/26PAGE:

【 個 人 履 歴 表 】

病院名1:沖 縄県立那覇病院

加 テNo 33ミ ホン エー

氏名 見本A

住所 沖縄県 那覇市

麟

嗜好

性別o:男 性 生年月 日 昭和5年12月27日

1930年12月27日

死亡区分 生存**年 月

コメント

採取日 臓 器 名 診 断 名 所 見 名

1981/06/12stomachprepylorusltubularadenocareinoma

atypicalepitheliaproliferation

glandulararrangement

stratificationofepithelia

chronicgastritis

mucosalatrophy

gobletcell

regeneratedepithelia

lymphocyteinfiltrationmucosa

plasmacellinfiltrationmucosa

COngeStIOnmUCOSa

1983/03/14stomachsurface chronicgastritis

gobletcell

lymphocyteinfiltrationmucosa

fibrosisrnucosa

erOSiVegaStritiS

inflammatoryexudates

neutrophileinfiltrationmoderate

regeneratedepithelia

1983/12/01stomach welldifftubularadenocarcinoma

atypicalepitheliaproliferation

tubulararrangement

axialdistortionepithelia

mitosisafew

ow-,aw-,m,1yO,vO,infa,1.nO/6
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2.4デ ータ集計機能

病理診断データベースより診断名ごとに集計 し、それぞれの診断名に対する所見名の

出力頻度を集計し出力する。

出力見本を以下に表す。

作成日 1991/02/25PAGE 1

【 診 断 名 件 数 表 】

診 断 名 所 見 名 件 数 件 数

chronicgastritis 34

lymphocyteinfiltration mucosa 33

Plasmacellinfiltrationmucosa 22

gobletcell 18

fibrosismucosa 15

mucosalatrophy 11

panethcell 8

edemamucosa 3

COngeStiOnmUCOsa 2

eosinophilemucosa 2

】ymphocytesinmuscle layer 1

mitosisepithelia 1

regeneratedepithelia 1

小 計 117

合 計 117

▲

1
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禁 無 断 車云載

平 成3年3月 発 行

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目4番1号

世 界 貿 易 セ ン タ ー ビ ル7階
'
TELO3-3459-8581

委 託 先 株 式 会 社 エ ス ビー ・オ ー

沖 縄 県 宜 野 湾 市 真 志 喜3丁 目29番1号

シ ン メ イ ハ イ テ ク ビ ル6階

TELO98-898-1725

(協)丸 正 印刷

沖 縄 県西 原町 小 那覇1215番 地
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